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令和４年度各会計決算

令和４年度決算はコロナと物価高 騰の影響を受ける
 ふるさと納税は1億30 00万円に！

認
定

会計別 歳　入 前年度比 歳　出 前年度比 差引余剰額 議決の内容
一 般 会 計 55億9938万円 ▲ 1.1％    54億7649万円 ▲ 1.2％  1億2289万円 全員賛成
水 道 特 別 会 計   5646万円 ▲ 43.7％            5223万円  ▲ 46.0％       423万円 全員賛成
農業集落排水特別会計           5415万円 ▲ 5.4％           5193万円 ▲ 6.7％     222万円 全員賛成
国民健康保険特別会計 　 3億6220万円  ▲ 6.1％ 　 3億3668万円 ▲ 4.6％       2552万円 全員賛成
診 療 所 特 別 会 計           3051万円 　 ▲ 59.5％            3051万円 　  ▲ 59.5％              0 全員賛成
介 護 保 険 特 別 会 計 　 2億7712万円 0.7％ 　 2億5210万円 ▲ 3.3％       2502万円 全員賛成
後期高齢者医療特別会計           4497万円  8.0％           4471万円  7.9％            26万円 全員賛成

合　　　計    64億2480万円  ▲ 2.6％    62億4466万円 ▲ 2.8％  1億8014万円

　

令
和
４
年
度
鶴
居
村
一
般
会
計
、

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
財
産
の

状
況
、
基
金
運
用
状
況
に
つ
い
て
延

べ
12
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
実
施
し

た
。

　

今
年
度
も
、
引
き
続
く
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
大
き

く
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
加
え
て

不
安
定
な
経
済
情
勢
に
よ
る
燃
油
、

資
材
な
ど
の
物
価
高
騰
の
中
、
臨
時

特
別
給
付
や
緊
急
経
済
対
策
を
講
じ

な
が
ら
、
事
務
・
事
業
は
概
ね
効
果

的
に
執
行
さ
れ
、
健
全
財
政
を
基
本

に
産
業
の
振
興
・
福
祉
の
向
上
、
生

活
環
境
の
整
備
、
教
育
の
充
実
、
定

住
促
進
な
ど
、
行
政
効
果
を
確
保
し

重
点
事
業
を
推
進
し
た
こ
と
は
高
く

評
価
さ
れ
る
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
住
民
税
が
減

少
し
た
が
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
加
と

な
り
、
今
後
も
期
待
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
は
特
別

交
付
税
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
比

１
９
７
２
万
円
の
増
加
、
国
庫
支
出

金
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

関
係
で
２
０
６
７
万
円
の
増
、
道
支

出
金
は
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
な
ど

で
３
億
９
２
７
２
万
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
村
税
・
国
民
健

康
保
険
税
や
税
外
収
入
の
庁
内
一
体

と
な
っ
た
徴
収
体
制
を
強
化
し
、
適

正
な
滞
納
整
理
や
納
税
意
識
の
よ
り

一
層
の
啓
蒙
、
ふ
る
さ
と
納
税
事
業

の
推
進
や
、
有
益
で
安
全
を
重
視
し

た
基
金
運
用
に
よ
り
、
貴
重
な
自
主

財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
将
来
を
見
据

え
て
引
き
続
き
諸
経
費
の
節
減
や
事

務
事
業
の
効
果
検
証
に
努
め
、
現
状

に
即
し
た
効
率
的
・
効
果
的
な
事
業

を
執
行
し
て
い
た
だ
き
、
今
後
も
長

期
計
画
に
基
づ
い
た
行
財
政
運
営
に

よ
っ
て
、
健
全
財
政
を
保
持
し
、
活

力
が
あ
り
、
村
民
一
人
ひ
と
り
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
取
り

組
ま
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

る
。

一般会計決算のあらまし
①歳入決算額は 55 億 9938 万円となり、前年度より 6293 万円の減収となった。新型
　コロナ対策などの地方特例交付金の減額などが主な要因である。
②自主財源の村税は厳しい経済情勢や物価高騰の影響により村民税が減少したが、固
　定資産税、軽自動車税、村たばこ税、入湯税は増加している。
③寄附金はふるさと納税により 5501 万円の増収。

監

査

意

見
代表監査委員
灰塚 玲子  氏

議会費
4550万円

0

地方交付税
23億4861万円

村税
4億1266万円

使用料・寄付金等
6億7930万円

諸収入
1億8265万円

その他の交付金

村債（借入金）
6億8999万円

道支出金
7億2006万円

国庫支出金
3億4739万円

公債費（返済金）
5億1702万円

民生費
4億7527万円

土木費
5億4299万円

給与費
5億7678万円

農林産業費
8億8009万円

総務費
12億9953万円

教育費
5億4886万円

消防費
2億2535万円

衛生費

商工費

自
主
財
源

依
存
財
源

一
般
会
計
歳
出
５
４
億
７
６
４
９
万
円

▶地方交付税の推移

▶基金残高(貯金)の推移(特別会計含む）

▶借入金の推移(一般会計)
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一
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会
計
歳
入
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５
億
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９
３
８
万
円

令和４年度
の決算はど
うなった？

2億1872万円

1億7406万円

議会だよりつるい　№179№ 179　　 議会だよりつるい　№179№ 179

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
12
～
14
日

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
12
～
14
日

1億9102万円

令和 4 年度決算
　令和 4 年度決算を棒グラフやあらま

し、 監査意見、 表にまとめました。

一般会計
歳出

一般会計
歳入
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決
算
委
員
会
９
月
13
日

  

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会
９
月
13
日

議会だよりつるい　№179№ 179 議会だよりつるい　№179№ 179

▽
む
ら
づ
く
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
の
内
容
は
？

　
　
　
　

松
井
洋
和
議
員

　
　
　
　

む
ら
づ
く
り
チ
ャ
レ
ン

ジ
補
助
金
の
内
容
は
？

　
鶴
居
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
振
興

会
１
件
へ
の
補
助
金
で
す
。

　

８
月
に
村
民
の
森
で
サ
イ
ク
ル

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
も
の
で
、

参
加
者
と
来
場
者
、
係
員
延
べ

２
５
３
人
が
携
わ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　

板
宏
哉
議
員

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
内
容
？

　
首
都
圏
在
住
者
が
地
方
都
市
に

移
住
し
た
際
に
交
付
さ
れ
る
補
助

金
で
、
新
規
起
業
す
る
か
、
村
内

の
登
録
企
業
へ
就
職
し
た
場
合
に

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
村
内
で
は
有
限
会
社
八

丸
八
フ
ァ
ー
ム
が
登
録
を
さ
れ
て

い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長
補
佐

▽
桜
の
植
樹

　
　

は
何
本
？

▽
新
規
就
農
者
対
策

補
助
金
の
内
容
は
？

１
４
３
０
万
円

９
８
万
円

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

新
規
就
農
者
対
策
補
助

金
の
詳
細
は
？

　

中
雪
裡
で
放
牧
主
体
の
乳
用
め

ん
羊
を
飼
育
し
、
乳
製
品
加
工
生

産
を
行
っ
て
お
り
、
既
に
ヨ
ー
グ

ル
ト
の
加
工
販
売
は
開
始
し
て
い

ま
す
。

　

村
か
ら
の
補
助
支
援
と
し
て

は
民
間
農
地
の
賃
貸
料(

50
％
相

当)

と
し
て
50
万
円(

５
年
間)

、

経
営
安
定
支
援
１
０
０
万
円(

３

年
間)

。
国
か
ら
の
補
助
事
業
の

経
営
発
展
補
助
金
４
０
９
万
２
千

円(

初
年
度)

、
次
世
代
人
材
投

資
と
し
て
年
額
２
２
５
万
円(

３

年
間)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

▽
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー

ン
補
助
金
？６０

万
円

吉田保博委員長 

  令和４年度決算で議員が   注目した事業は？
決算委員会では７委員が   ８５の質問をしました！

　令和４年度一般会計および特別会計の各会計決算は、 松井廣道

議長と監査委員の大津泰則議員を除く 7 議員で構成される決算特

別委員会を設置し、 これに付託して審査を行いました。

　事業内容や事業効率、 効果などについて活発な質疑を行い、 議

案ごとに討論、採択を行った結果、全ての議案を 「認定すべきもの」

と決定しました。

決算特別委員会のあらまし

決算
特別委員会

▽
地
域
脱
炭
素
化

計
画
委
託
と
は
？

　
　
　
　

及
川
満
浩
議
員

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
内
容
？

　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け

た
調
査
で
、
２
０
１
３
年
度
対
比

で
２
０
３
０
年
度
に
46
％
削
減
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
。

企
画
財
政
課
長
補
佐 ２

３
３
万
円

企
画
財
政
課
長
補
佐

鶴居村むらづくりチャレンジ支援事業補助金対象事業

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

輝
く
住
ま
い
る
支
援
金

11
件
の
詳
細
は
？

　
鶴
居
市
街
５
件
、中
雪
裡
１
件
、

下
幌
呂
３
件
、
幌
呂
市
街
１
件
、

支
幌
呂
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
輝
く
住
ま
い
る

支
援
金
の
利
用
状
況

１
３
０
０
万
円

企
画
財
政
課
長

２
８
３
万
円

　
　
　
　

東
隆
行
議
員

　
　
　
　

鶴
居
村
全
体
で
植
樹
は

何
本
？

　

こ
れ
ま
で
の
総
数
と
し
て
何
本

と
い
う
細
か
い
数
字
は
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

令
和
４
年
度
は
４
地
区
に
30
本

程
の
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

産
業
振
興
課
長

▽
バ
イ
オ
ガ
ス　

事
業
の
現
在
の

状
況
は
？２

６
７
８
万
円

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

バ
イ
オ
ガ
ス
事
業
の
運

営
に
向
け
た
進
捗
状
況
は
？

　

令
和
５
年
６
月
に
プ
ラ
ン
ト

メ
ー
カ
ー
が
現
地
調
査
を
行
い
、

11
月
に
そ
の
結
果
が
出
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
工
事
内
容
を
検
討
す
る

予
定
で
す
。

　

収
集
運
搬
な
ど
の
細
か
な
運
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
協

議
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

運
搬
業
者
に
関
し
て
は
協
力
業

者
が
見
つ
か
り
、
現
在
作
業
イ

メ
ー
ジ
な
ど
を
共
有
し
課
題
を
解

決
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
中
に
は
試
運
転
な

ど
を
開
始
で
き
る
よ
う
考
え
て
い

ま
す
。

産
業
振
興
課
参
事

▽
特
産
品
開
発

事
業
の
内
容
は
？

２
９
１
万
円

　
　
　
　

板
宏
哉
議
員

　
　
　
　

ど
の
よ
う
な
特
産
品
開

発
を
？

　

特
産
品
開
発
と
観
光
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

商
品
と
し
て
は
、
鶴
居
ワ
イ
ン

の
ク
ロ
ン
ヌ
ル
ー
ジ
ュ
と
齊
藤
牧

場
の
牛
肉
を
使
っ
た
「
牛
肉
と
ワ

イ
ン
の
鶴
居
カ
レ
ー
」
を
作
成
し

ま
し
た
。

　

現
在
の
売
れ
行
き
や
、
今
後
も

継
続
的
に
販
売
で
き
る
の
か
。

　

販
売
開
始
は
６
月
５
日
か
ら
で

す
が
、
売
れ
行
き
は
順
調
で
す
。

　

運
動
広
場
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
で

も
昼
食
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
１
０
０

食
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

初
回
生
産
は
２
３
０
０
箱
で
す

が
、
順
調
に
売
れ
れ
ば
継
続
的
に

商
品
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

産
業
振
興
課
長
補
佐

「むらづくりチャレンジ支援事業補助金」とは？
　村の特性を生かし、 地域の将来像を見据え自立的な

発展が期待される地域活性化事業やコミュニティ活動

事業などを対象に交付されます。

　補助率は、 補助対象経費の３分の２以内とし予算の範

囲内となります。 ただし、 令和４年度から令和６年度に

限っては補助対象経費の４分の３以内となります。

詳細は QR コードから

 新開発の「鶴居カレー」

 フカフカ谷牧舎
のヨーグルト
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決
算
委
員
会
９
月
13
日

  

決
算
委
員
会

決
算
委
員
会
９
月
13
日

▽
図
書
館
の

利
用
状
況
は
？

　
　
　
　

板
宏
哉
議
員

　
　
　
　

図
書
館
の
年
間
利
用
者

数
は
？

　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
影
響
は
な
く
、

年
間
利
用
者
は
２
０
０
０
人
程

度
で
す
。
ま
た
、
蔵
書
の
数
は

書
籍
が
７
万
２
０
０
０
冊
、
Ｃ

Ｄ
が
３
０
０
０
枚
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が

２
７
０
０
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
長

９
２
５
万
円

  令和４年度決算で議員が   注目した事業は？
決算委員会では７委員が   ８５の質問をしました！

決算
特別委員会

▽
ス
ポ
ー
ツ
振
興

助
成
金
の
内
容
は
？ 

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

当
初
予
算
よ
り
増
額
さ

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
内
容
？

　
助
成
金
と
し
て
14
件
、
66
人
に

対
し
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

競
技
と
し
て
は
陸
上
、
ス
ケ
ー

ト
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
テ
ニ
ス
、
バ

レ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
や
、

教
育
委
員
会
の
バ
ス
の
故
障
な
ど

も
あ
り
決
算
は
増
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

選
手
の
功
績
と
し
て
は
、
コ
ン

サ
ド
ー
レ
ユ
ー
ス
所
属
の
生
徒
２

人
が
全
国
大
会
に
出
場
し
３
位
。

　

鶴
居
中
学
校
の
陸
上
部
の
高
跳

び
で
入
賞
。

　

鶴
居
中
学
校
テ
ニ
ス
部
は
釧
路

大
会
で
優
勝
し
、
全
道
大
会
で
初

戦
を
突
破
し
ま
し
た
。

２
０
０
万
円

▽
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
運
営
支
援
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
と
は
？

　
　
　
　

及
川
満
浩
議
員

　
　
　
　

事
業
内
容
の
詳
細
は
？

　

各
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
目
的

と
し
た
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
運

営
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
使
え

る
令
和
４
年
度
に
創
設
さ
れ
た
国

の
補
助
事
業
で
す
。

　

令
和
４
年
度
に
限
り
、
令
和
３

年
度
に
行
っ
て
い
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援

員
事
業
の
業
務
委
託
内
容
が
適
応

で
き
る
内
容
で
し
た
の
で
、
そ
の

目
的
で
利
用
し
ま
し
た
。

管
理
課
長
補
佐

２
６
７
万
円

社
会
教
育
課
長

▽
ふ
る
さ
と
納
税
で
他
地

域
に
流
れ
た
寄
附
金
額
は
？

　
　
　
　

松
井
洋
和
議
員

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
で
他
の

地
域
に
流
れ
た
寄
附
金
額
は
？

　
令
和
４
年
度
は
約
４
８
４
万
円

で
件
数
は
61
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
が
約
２
５
５
万

円
だ
っ
た
の
で
、
若
干
増
え
て
い

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。　

住
民
生
活
課
長

▽
出
産
祝
い
金

の
件
数
が
減
っ
て

い
る
が
推
移
は
？

　
　
　
　

松
井
洋
和
議
員

　
　
　
　

出
産
祝
い
金
の
件
数
が

減
っ
て
い
る
が
出
生
数
の
推
移

は
？

　　
令
和
３
年
度
12
名
、
令
和
４
年

度
13
名
、
令
和
５
年
度
７
名(

見

込
み)

と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
健
福
祉
課
長
補
佐 ２

１
０
万
円

歳
入
歳
出
総
括
質
疑

　

決
算
特
別
委
員
会
の
最
後
に
総

括
質
疑
が
設
け
ら
れ
、
議
員
か
ら

の
質
問
に
村
長
が
答
え
ま
し
た
。

▽
こ
れ
か
ら
の

村
長
の
想
い
は
？

　
　
　
　

松
井
洋
和
議
員

　
　
　
　

三
期
目
の
任
期
最
終
年

と
い
う
こ
と
も
含
め
、
こ
れ
か
ら

の
村
長
の
想
い
を
伺
い
ま
す
。

　　
鶴
居
村
も
人
口
減
少
、
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
小
中
学
校
の
統
合

な
ど
変
化
す
る
時
を
迎
え
て
い
ま

す
。
ま
た
過
疎
の
指
定
な
ど
も
不

安
要
素
の
一
つ
で
は
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
将
来
に
向
け
た
財

政
運
営
を
し
っ
か
り
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
４
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
制
約
が
あ
る
中
で
一
定
の
成
果

は
出
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
様
々
な
課
題
を
議
員
や

村
民
の
方
々
と
共
に
取
組
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

村
長

▽
村
債
の
返
済
額

が
令
和
に
な
り
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
？

　
　
　
　

佐
藤
吉
人
議
員

　
　
　
　

村
債
の
返
済
額
の
増
加

に
つ
い
て
村
長
が
ど
う
考
え
て
い

る
か
伺
い
ま
す
。

　　
村
債
の
今
後
の
返
済
計
画
に
つ

い
て
は
、
で
き
る
限
り
返
済
額
は

小
さ
く
し
、
固
定
経
費
と
し
て
支

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
経
費
を

抑
制
し
た
財
政
運
営
を
心
が
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

物
価
高
騰
な
ど
も
あ
り
、
当
初

見
込
み
の
事
業
費
が
想
像
を
上
回

る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

鶴
居
中
学
校
の
大
規
模
改
修
が

終
わ
れ
ば
大
型
工
事
は
一
段
落
と

な
り
ま
す
が
、
新
し
い
時
代
に
向

け
て
鶴
居
村
と
し
て
新
た
な
施
策

を
考
え
る
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
と
共
に
進

め
て
行
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

村
長

▽
公
共
施
設
の
維

持
費
・
委
託
料
は
？

　
　
　
　

及
川
満
浩
議
員

　
　
　
　

令
和
４
年
度
は
村
税
、

住
宅
使
用
料
、国
民
健
康
保
険
税
、

介
護
保
険
料
な
ど
、
い
ず
れ
も
収

納
率
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。

　

村
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
考
え

か
伺
い
ま
す
。

　　
鶴
居
村
は
高
い
収
納
率
を
維
持

し
て
来
て
い
ま
す
。

　

た
だ
小
規
模
な
自
治
体
な
の

で
、
一
件
一
件
の
税
収
に
よ
っ
て

率
も
変
化
す
る
こ
と
も
あ
り
、
大

口
で
徴
収
が
難
し
い
件
が
発
生
す

る
と
、
数
字
に
影
響
が
出
て
き
ま

す
。

　

そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
繰
越
で
滞

納
額
の
確
保
を
し
た
り
、
釧
路
・

根
室
広
域
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

に
委
ね
る
な
ど
し
て
税
収
の
確
保

に
努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▽
税
の
収
納
率
が

下
が
っ
て
い
る
？

　
　
　
　

松
井
俊
治
議
員

　
　
　
　

公
共
施
設
な
ど
の
維
持

費
・
委
託
料
を
村
内
事
業
者
で

賄
っ
て
い
く
と
い
う
方
針
な
ど
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
各
施
設
の
維
持
管
理
費
は
経
常

的
な
経
費
と
し
て
か
か
る
も
の

で
、
全
て
を
村
内
の
事
業
者
で
消

費
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
村
内
で
賄
え
る
こ
と
は
村
内

で
消
費
す
る
こ
と
で
あ
り
、
地
域

経
済
の
循
環
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
作
っ
た
「
支
え
あ

お
う
・
鶴
居
び
と
」
と
い
う
の
を

大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

村
長

村
長

　鶴居村人口ビジョン

は、 本村の人口分析を

行い、 人口に関する村

民の認識を共有し、 今

後目指すべき将来の方

向と人口の将来展望を

示すものです。 詳細は
QR コードから

「 支えあおう鶴居びと」

▼
前
ペ
ー
ジ
か
ら
引
き
続
き
決
算

特
別
委
員
会
の
議
員
が
注
目
し
た

事
業
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。



松井廣道議長

　第 3回定例会は 9月12日に開会し、14日に閉会しました。
　村長からの提出議案は15件で、内訳は報告 1件、決算認
定 7件、人事案件 1件、補正予算 5件、規約案件 1件です。
議員発議案は 5件で、すべての議案が原案通り可決されま
した。
　一般質問では、5議員が 9項目の質問で村政を問いました。

定例会のあらまし

８議会だよりつるい　№179№ 179

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
12
～
14
日

令和５年度各会計補正予算
会計別 補正額 総　額 議決の内容

一 般 会 計 4579万6千円　　 53億3597万8千円 全員賛成により可決
水 道 特 別 会 計 452万9千円　 6992万9千円 全員賛成により可決
農業集落排水事業特別会計 211万5千円 7461万5千円 全員賛成により可決
介 護 保 険 特 別 会 計 2288万6千円 3億0388万6千円 全員賛成により可決
後期高齢者医療特別会計 37万6千円 4767万6千円 全員賛成により可決

   光ケーブル支障木伐採事業や不妊 治療費助成などで増額補正
　　　　　                    議員が注目  した事業は？

９ 議会だよりつるい　№179№ 179　　

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
12
～
14
日

▽
藤
原 
千
晶 

さ
ん

　
　
　
　
　

再
任
（
51
歳
）

　

任
期
は
10
月
１
日
か
ら
４
年
間

▽
教
育
委
員
の
選
任

９月議会
でどんな
ことを？

９
月
定
例
会

▶下幌呂に企業誘致用の土地購入
　下幌呂分岐の土地を企
業誘致などのために購入
しますが、隣接する村有
地と合わせるとどのくら
いの面積になりますか。

【村長】今回購入する民有地は約 800㎡ですの
で、隣接する村有地と合わせると約 4.7ha の
面積となります。企業誘致などとなっています
が、将来に向けた鶴居村の振興発展ために使用
できる土地としての整備を考えています。

及川満浩議員

吉田保博議員

佐藤吉人議員

板宏哉議員

松井俊治議員

▼
教
育
委
員
と
は
？

　

教
育
委
員
は
執
行
機
関
の
一
員

で
あ
り
、
教
育
委
員
会
の
重
要
事

項
の
意
思
決
定
を
行
う
責
任
者
で

す
。
教
育
委
員
会
に
お
け
る
審
議

を
活
性
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
教

育
長
と
教
育
委
員
会
事
務
局
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

　

教
育
行
政
の
プ
ロ
で
は
持
ち
に

く
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、

地
域
の
抱
え
る
課
題
を
捉
え
、
村

長
や
教
育
長
、事
務
局
と
と
も
に
、

よ
り
一
層
民
意
を
反
映
し
た
教
育

行
政
を
実
現
し
、
不
断
の
研
鑽
に

努
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

▶保険適用外の不妊治療に助成

　不妊治療の新たな助成
制度を村が行いますが、
その内容を教えて下さ
い。

【保健福祉課長】令和４年度から不妊治療が保
険適用になりましたが、実際には保険適用外の
先進医療を受ける人も多くいます。
　北海道が独自に、保険適用外の費用の助成制
度を創設するため、本村もそれに合わせて上乗
せする制度を新設します。

▶難聴者用ヒアリングループ購入
　ヒアリングループを購
入しますが、利用者への
告知と会議などで使用す
る側への説明が大切で
す。どのように考えてい
ますか。

【保健福祉課長】今回購入するのは可搬型で持
ち運びができます。利用したことのない人がほ
とんどだと思いますので、まずは寿大学で使用
して確認しながら使用範囲を広げていきたいと
考えています。その後、貸出規定などを定めて
使用機会を増やしていきたい。

▶光ケーブルへの支障木伐採

▶廃棄物処分場の排水処理施設の制御ユニット改修

９万円

111 万円

94 万円

　光ケーブルへの支障木
伐採として 1000 万円も
の補正計上しています
が、どのくらいの範囲を
伐採するのですか。

【総務課長】北電や NTT を除いた村単独で光
ケーブルを張り巡らせている所だけで、支障木
による断線などの危険箇所が 1502 件もあるこ
とが判明しました。これらすべてを処理しよう
とすると４億円ほどの経費が必要になるため、
今回は特に危険な個所を伐採します。

　落雷により壊れた制御
ユニットを交換します
が、新品ではなく中古部
品に交換するのはなぜで
すか。

【住民生活課長補佐】この施設は不燃ゴミを埋
め立てる施設で、そこから出る浸出水を処理し
ていますが、あと 2 年半くらいで使用しなく
なります。新品だと 1200 万円ほどする部品で
すが、中古部品が見つかったためそれを使用す
ることにしました。

1000 万円

200 万円

松井俊治議員



松
井
俊
治

板　

宏
哉

吉
田
保
博

大
津
泰
則

及
川
満
浩

東　

隆
行

佐
藤
吉
人

松
井
洋
和

松
井
廣
道

報告
令和４年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告　
財政健全化を判断する比率の報告。本村は問題なし。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

規約の変更
北海道市町村職員退職手当組合規約の変更
加盟する団体を加える変更。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和４年度決算の認定
一般会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
水道特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
農業集落排水事業特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
国民健康保険特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
診療所特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護保険特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
後期高齢者医療特別会計 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和５年度補正予算
一般会計（第３号）
主に光ケーブル支障木伐採やコロナワクチン接種事業などの増額計上。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

水道特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

農業集落排水事業特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

介護保険特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計（第１号）
主に前年度繰越金の確定。 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

任命
教育委員会委員の任命（藤原千晶さん） 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
意見書（国に提出）
国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
地方財政の充実・強化に関する意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ゼロカーボン北海道の実現に資する森林・林業・木材産業施策の充実・強化を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
薬剤耐性菌感染症の蔓延防止への取組体制の強化を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
特別支援学校・学級等への教員等の適切な配置を求める意見書 全員賛成 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

上程議案 結果

（
注
）
議
長
は
賛
否
を
表
明
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
議
長
採
決
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

賛成：〇
反対：×
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９月定例会
審議した議案と結果

９月議会
でどんな
ことを？

９９
月
定
例
会

月
定
例
会
９
月
12
～
14
日
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一般質問一般質問

　松
まつ

井
い
　洋

ひろ
和
かず

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P12
①子どもたちが英語を話せるように
②小学校に冷房設備を

　大
おお

津
つ
　泰

やす
則
の り

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P13
①公共施設にクーラーの設置を

５
人
の
議
員
が

５
人
の
議
員
が
９９
項
目
の
質
問

項
目
の
質
問

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

村
長
・
教
育
長
へ
聞
き
た
い
こ
と

一般質問とは、議員が村の行財政全般にわたって、
執行機関（村長・教育長）に疑問点をただし、所信の
表明を求めるものです。
紙面の都合により、内容を要約して掲載しています。

　板
いた

　宏
ひろ

哉
や
　議員　　　　　　　　　　　　 　　　　P14

①村民の森オートキャンプ場の今後は
② IP 告知端末の利用状況と維持管理は

　佐
さ
藤
とう

　吉
よし

人
ひと

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P15
①簡易軌道公園構想は
②村民福祉センター「あすぽっと」の休日利用は

　及
おい

川
かわ

　満
みち

浩
ひろ

　議員　　　　　　　　　　　 　　　　P16
①学童保育へ給食の提供を
②高齢者などへの配食サービスに支援を 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

　　　―（15.00） 　　　―（20.00） 　　　5.4（25.0） 　　　―（350.0）

特別会計の名称 資金不足比率
水道特別会計 　―　（20.0）

農業集落排水事業特別会計 　―　（20.0）　

○健全化判断比率 （単位：％）

※実質赤字額、連結実質赤字額、将来負担額がない場合は「―」と標記する。
　カッコ内の数字は早期健全化基準を示す。

※資金不足額がない場合は「―」と標記する。カッコ内の数字は早期健全化基準を示す。

（単位：％）○資金不足比率

▽
財
政
は
健
全

　

令
和
４
年
度
決
算
で
の
健
全
化

判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
良

好
な
数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

左
記
の
カ
ッ
コ
内
の
数
字
を
超

え
る
と
財
政
健
全
化
計
画
や
外
部

監
査
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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一
般
質
問   

大
津
泰
則

議会だよりつるい　№179№ 179　　

松
井 

小
学
校
の
５
・
６
年
生

へ
の
英
語
の
教
科
化

や
、
英
語
の
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の

導
入
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
採
用
、
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
が
配
布
さ
れ
る
な
ど
、
英
語
教

育
を
取
り
巻
く
環
境
が
進
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
際
化
が
進
ん
で
い

る
社
会
に
対
応
す
る
に
は
、
英
語

を
話
せ
る
か
ど
う
か
が
と
て
も
重

要
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
独
自
に

英
語
教
育
を
推
進
す
る
自
治
体
や

学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
鶴
居
村
で
教
育
を
受

け
た
子
ど
も
た
ち
が
英
語
を
話
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
村
独
自

の
取
り
組
み
が
出
来
れ
ば
と
の
思

を
意
図
的
に
設
定
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
検
討
課
題
も
多
い
こ

と
か
ら
、
今
後
、
子
供
た
ち
の
英

語
力
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
環

境
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

べ
き
か
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
く

な
ど
し
て
、
検
討
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

松
まつ

井
い
洋
ひろ

和
かず

 議員

一
般
質
問   

松
井
洋
和

グローバル社会に対応できる村独自の英語教育の推進を。
子どもたちが英語を話せるように
教育長　英語力の環境づくりを検討

教
育
長 

グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
急
速
に
進
展

す
る
な
か
で
国
は
、
平
成
23
年
度

か
ら
小
学
校
高
学
年
に
英
語
活
動

を
導
入
し
、
令
和
２
年
度
か
ら
は

小
学
校
の
高
学
年
で
英
語
の
教
科

学
習
を
行
い
、
中
学
校
へ
の
接
続

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
供
た
ち
の
体
験
活
動

と
し
て
意
図
的
に
外
国
人
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る「
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
」
の

実
施
や
英
語
検
定
の
費
用
の
助
成

な
ど
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
英
語
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
す
る

た
め
に
は
、
語ご

彙い

や
文
法
と
い
っ

た
知
識
・
技
能
が
実
際
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
活
用
さ
れ
、
表

現
す
る
こ
と
を
繰
り
返
す
こ
と
を

通
じ
て
、
理
解
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
認
識
し
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
教
育
以
外

の
場
面
で
も
英
語
に
触
れ
る
機
会

松
井 

今
年
は
夏
休
み
が
明

け
て
も
猛
暑
が
続
い

て
い
ま
す
。
特
に
２
階
に
天
窓
が

あ
る
鶴
居
小
学
校
の
暑
さ
対
策
に

つ
い
て
は
以
前
か
ら
議
場
で
も
質

問
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
大

変
な
暑
さ
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

と
心
配
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
夏
休
み
明
け
の
小
学
校

の
暑
さ
の
状
況
と
冷
房
設
備
設
置

へ
の
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

小
学
校
に

　
　
　

冷
房
設
備
を

レ
ベ
ル
を
指
し
、
体
育
の
授
業
で

運
動
量
を
軽
減
し
た
り
、
外
遊
び

な
ど
屋
外
で
の
活
動
を
中
止
す
る

な
ど
し
た
ほ
か
、
教
室
で
扇
風
機

を
複
数
台
稼
働
さ
せ
た
り
、
児
童

へ
の
水
分
補
給
の
指
示
な
ど
熱
中

症
予
防
の
対
策
を
徹
底
し
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
暑
さ
に
対
す
る
冷
房

設
備
設
置
の
考
え
方
で
す
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
来
年
度
に

向
け
て
、
児
童
生
徒
や
教
職
員
の

熱
中
症
予
防
は
も
と
よ
り
、
学
校

の
安
全
・
安
心
な
学
び
の
環
境
を

維
持
す
る
た
め
の
必
要
な
対
策

や
、
夏
季
休
業
中
の
児
童
生
徒
に

対
し
、
公
共
施
設
と
し
て
学
習
し

や
す
い
環
境
を
用
意
す
る
こ
と
も

含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
可

能
か
、
早
急
に
検
討
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大
おお

津
つ
泰
やす

則
の り

 議員

公共施設にクーラーの設置を
教育長　早急に必要な対策を検討

大
津 

熱
中
症
の
被
害
は
特

に
児
童
・
生
徒
や
高

齢
者
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の

で
、
村
の
公
共
施
設
に
ク
ー
ラ
ー

を
設
置
す
る
こ
と
は
、
快
適
な
学

習
環
境
や
安
心
な
生
活
を
守
る
う

え
で
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

【
１
】
特
に
小
中
学
校
の
学
習
環

境
で
は
、
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
は
、

最
優
先
に
整
備
さ
れ
る
べ
き
で

す
。

　

①
村
内
の
小
中
学
校
・
教
育
施

設
の
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
状
況
と
今

後
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
計
画
に
つ
い

て
。

　

②
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
発

令
さ
れ
た
場
合
、
現
場
で
は
ど
の

冷
房
設
備
を
備
え
る
こ
と
は
、
有

効
な
方
法
で
あ
り
ま
す
が
、
総
合

セ
ン
タ
ー
を
除
く
避
難
所
に
は
、

冷
房
設
備
に
対
応
し
た
非
常
用
電

源
を
備
え
て
い
な
い
な
ど
、
課
題

も
あ
り
ま
す
。

　

エ
ア
コ
ン
や
移
動
式
の
冷
房

装
置
の
利
用
や
空
調
対
策
な
ど
、

様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
村
と
し
て
は
、
避
難

所
に
指
定
す
る
施
設
の
使
用
実
態

や
他
地
域
の
取
り
組
み
事
例
な
ど

も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
た
い

と
考
え
ま
す
。

【
３
】
総
合
セ
ン
タ
ー
の
機
能
改

善
に
向
け
た
調
査
で
は
、
役
場
庁

舎
を
含
め
た
施
設
の
暑
さ
対
策
も

行
っ
て
お
り
、
両
施
設
に
冷
房
設

備
を
整
備
に
は
相
当
な
費
用
が
必

要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
両
施
設
に
暑
さ
対
策

を
施
す
こ
と
は
、
利
用
者
や
来
訪

者
、
さ
ら
に
職
員
な
ど
の
健
康
管

理
を
含
め
た
職
場
環
境
の
改
善
に

つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
角

度
か
ら
慎
重
に
検
討
し
た
い
と
考

え
ま
す
。

教
育
長 

【
１
】
①
現
在
改

修
工
事
を
行
っ

て
い
る
鶴
居
中
学
校
を
除
い
て
、

エ
ア
コ
ン
な
ど
の
冷
房
設
備
の
設

置
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
年

の
暑
さ
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

早
急
に
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
へ
の

現
場
で
の
対
応
に
つ
い
て
で
す

が
、
学
校
で
は
、
体
育
授
業
の
屋

外
活
動
中
止
や
時
間
帯
の
変
更
、

外
遊
び
の
中
止
な
ど
の
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

　

③
熱
中
症
な
ど
で
児
童
や
教
師

が
体
調
不
良
を
起
こ
し
た
事
例
に

つ
い
て
は
報
告
を
受
け
て
い
ま
せ

ん
が
、
小
学
校
で
は
体
調
不
良
に

よ
り
保
健
室
を
利
用
し
た
児
童
が

数
名
い
た
と
の
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

熱中症が心配。学校や避難所など公共施設にクーラー設置を。

村長　課題もあり様々な角度から慎重に検討

い
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
教

育
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

教
育
長 
小
学
校
で
は
、

教
室
に
設
置
し

て
い
る
熱
中
症
指
数
計
が「
警
戒
」

夏場は天窓からの日差
しが暑い鶴居小学校

よ
う
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
の

か
。

　

③
熱
中
症
な
ど
で
児
童
や
教
師

が
体
調
不
良
を
起
こ
し
た
事
例
は

あ
る
の
か
。

【
２
】
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
は

災
害
警
報
と
同
様
に
、
地
域
住
民

の
安
全
を
守
る
た
め
に
重
要
で
あ

り
、
高
温
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響

は
過
小
評
価
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
避
難
場
所
へ
の

ク
ー
ラ
ー
の
設
置
な
ど
も
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

【
３
】
総
合
セ
ン
タ
ー
と
役
場
庁

舎
へ
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

総
合
セ
ン
タ
ー
は
避
難
場
所
や

会
議
場
と
し
て
重
要
な
施
設
で
あ

り
、
ク
ー
ラ
ー
導
入
に
よ
り
緊
急

時
や
イ
ベ
ン
ト
時
に
安
全
で
快
適

な
環
境
を
提
供
で
き
ま
す
。

　

ク
ー
ラ
ー
導
入
は
村
民
と
職
員

の
健
康
と
施
設
の
利
便
性
向
上
に

貢
献
し
、
地
域
の
発
展
と
良
好
な

状
況
を
促
進
す
る
一
環
と
考
え
ま

す
。
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

【
２
】
村
内
の
避
難
所

は
、
総
合
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
14
施
設
を
指
定
し
て
い
ま

す
が
、
ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
冷
房
装

置
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

熱
中
症
は
重
篤
化
に
つ
な
が
る

危
険
な
症
状
で
あ
り
、
避
難
所
に
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板 

つ
る
い
村
民
の
森
、
お
よ

び
村
民
の
森
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
村
民
の
森
オ
ー
ト

キ
ャ
ン
プ
場
は
営
業
を
休
止
し
、

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｉ
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
開
催
に
限
っ
た
利
用
を
し
て

い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
な
環
境
の
も
と
営

業
を
す
る
に
は
維
持
・
管
理
コ
ス

ト
が
か
か
る
こ
と
も
重
々
承
知
し

ま
す
が
、
来
年
の
営
業
予
定
を
含

め
、
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、

つ
る
い
村
民
の
森
、
お
よ
び
村
民

の
森
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営

方
針
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

在
り
方
の
検
討
に
は
慎
重
な
対
応

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

選
択
肢
の
広
が
る
民
間
参
入
な

ど
の
可
能
性
が
期
待
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
、
施
設
運
営
に
向
け
た
議

論
の
余
地
は
あ
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

板
いた

 宏
ひろ

哉
や
 議員

一
般
質
問   

板 

宏
哉

議会だよりつるい　№179№ 179

村民の森とオートキャンプ場の今後のビジョンと運営方針は。
村民の森オートキャンプ場の今後は
村長　村民の森の運営には苦慮している

15

佐
さ
藤
とう

吉
よし

人
ひと

 議員

一
般
質
問   

佐
藤
吉
人

北海道遺産に登録された当時に
来村された知事と記念撮影

議会だよりつるい　№179№ 179　　

佐
藤 

２
０
２
５
年
簡
易
軌

道
公
園
計
画
が
進
行

中
で
す
が
、
以
前
の
一
般
質
問
で

は「
施
設
建
設
費
や
維
持
管
理
費
、

施
設
の
も
た
ら
す
効
果
・
財
源
な

ど
を
慎
重
に
見
極
め
る
」
と
の
答

弁
で
し
た
。

　

実
際
に
自
分
自
身
で
も
、
当
時

の
簡
易
軌
道
運
行
に
か
か
わ
っ
て

い
た
運
転
手
の
方
、
車
掌
の
方
、

保
線
の
方
の
苦
労
話
な
ど
を
お
聞

き
し
て
き
ま
し
た
。
高
齢
の
方
が

多
い
の
で
す
が
、
軌
道
公
園
設
置

に
つ
い
て
は
、
た
い
へ
ん
意
義
深

い
こ
と
と
評
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
こ
で
、
本
公
園
計
画
の
実
施

に
向
け
て
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

村
長 

令
和
３
年
の
定
例
会

で
同
様
の
一
般
質
問

を
い
た
だ
き
、
関
連
条
例
の
規
定

や
職
員
配
置
な
ど
の
面
か
ら
、
基

本
的
に
土
日
や
祝
祭
日
の
開
館

は
、
困
難
な
旨
を
答
弁
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
も
、
こ
れ
ら
の
考
え
方
や

対
応
の
も
と
で
、
土
日
・
祝
祭
日

の
常
時
の
開
館
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　

今
後
も
、
職
員
の
対
応
が
可
能

な
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
利
用

が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
行
事
な
ど

は
、
土
日
・
祝
祭
日
で
も
利
用
を

許
可
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
個
別
の
案
件
と
し
て
対
応

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

村
長 

村
民
の
森
は
、
こ
れ

ま
で
の
利
用
の
低
迷

や
広
大
な
敷
地
面
積
を
有
す
る
施

設
管
理
の
難
し
さ
な
ど
か
ら
、
新

た
な
可
能
性
を
模
索
し
な
が
ら
も

当
施
設
の
運
営
に
は
苦
慮
し
て
い

ま
す
。

　

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て

は
、
今
後
も
利
用
状
況
の
改
善
が

期
待
で
き
な
い
た
め
、
村
負
担
の

生
じ
る
再
整
備
は
困
難
で
あ
り
、

来
年
度
以
降
も
休
止
せ
ざ
る
を
得

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
村
民
の
森
の
施
設
整
備
に

は
、
当
初
か
ら
相
当
額
の
行
政
経

費
が
投
資
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

板 

現
在
、
希
望
す
る
全
世
帯

に
配
布
さ
れ
て
い
る
IP
告

知
端
末
は
あ
り
ま
す
が
、
若
い
世

代
に
と
っ
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
お
知
ら
せ
を
受
け
取
れ
る
方

が
便
利
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
。

　

鶴
居
村
で
は
既
にJC

-Sm
art

が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
利
用
状
況
な
ど
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　

①
IP
告
知
端
末
の
普
及
世
帯

数
、
IP
告
知
端
末
１
台
あ
た
り
の

費
用
と
村
と
し
て
の
維
持
・
管
理

コ
ス
ト
に
つ
い
て
。

　

②JC
-Sm

art

の
鶴
居
村
の
利

用
状
況(
利
用
者
数)

と
維
持
・

管
理
コ
ス
ト
に
つ
い
て
。

IP
告
知
端
末
の
利
用

状
況
と
維
持
管
理
は

村
長 

IP
告
知
端
末
は
、
平

成
24
年
４
月
に
運
用

を
開
始
し
て
お
り
、
令
和
２
年
か

ら
は
、
IP
告
知
シ
ス
テ
ム
を
導
入

す
る
道
内
５
町
村
が
連
携
し
た

デ
ー
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
構
築
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
地
域
情
報
ア

プ
リ「JC

-Sm
art

」
に
よ
る
IP
告

知
情
報
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

開
始
し
て
い
ま
す
。

　

①
設
置
状
況
は
一
般
世
帯
で

１
０
３
５
件
、
そ
の
他
合
わ
せ
て

１
０
８
３
件
と
な
っ
て
お
り
、
一

般
世
帯
の
全
世
帯
数
に
対
す
る
設

置
割
合
は
約
85
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

１
台
当
た
り
の
設
置
費
用
は
約

21
万
４
千
円
と
な
っ
て
お
り
、
年

間
で
は
、
設
置
費
で
約
５
８
０
万

円
、
修
繕
費
な
ど
で
約
１
５
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

②
IP
告
知
情
報
の
ス
マ
ホ
ア
プ

リ「JC
-Sm

art

」
の
利
用
状
況
は

８
５
９
件
と
な
っ
て
お
り
、
経
費

は
１
１
９
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
支
出
経
費
は
、
令
和
６

年
度
ま
で
の
５
年
に
わ
た
る
継
続

契
約
と
し
て
い
ま
す
。

教
育
長 

旧
村
営
軌
道
は
、

北
海
道
遺
産
と

し
て
認
定
さ
れ
た
貴
重
な
地
域
資

源
で
あ
り
、
後
世
に
伝
え
て
い
く

と
と
も
に
、
観
光
な
ど
へ
の
活
用

も
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

今
年
度
か
ら
、
軌
道
の
展
示
も

含
め
た
公
園
の
整
備
と
い
う
観
点

か
ら
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
構
想
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

検
討
に
当
た
っ
て
は
、
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
で
、
設
置
場
所
の
選

定
や
施
設
の
機
能
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
、
村
民
を
は
じ
め
、

当
時
の
軌
道
の
運
行
に
か
か
わ
っ

た
方
々
、
ま
た
軌
道
を
愛
す
る

フ
ァ
ン
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
意

見
や
要
望
、
想
い
と
い
っ
た
も
の

簡易軌道公園構想は
教育長　保存・活用を慎重に検討

進行中の簡易軌道公園計画の実施に向けた見解は。

村
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

の
休
日
利
用
は

佐
藤 

令
和
３
年
12
月
定
例

会
で
、
村
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
休
日
利
用
に
関
す
る
質

問
を
し
ま
し
た
が
、
答
弁
は
「
今

後
の
利
用
状
況
や
村
民
の
様
々
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
地
域
福
祉

の
充
実
に
つ
な
が
る
セ
ン
タ
ー
機

能
が
発
揮
で
き
る
拠
点
施
設
と
し

て
、
対
応
可
能
な
利
用
改
善
を
進

め
た
い
が
、
新
た
な
管
理
ス
タ
ッ

フ
を
配
置
し
た
場
合
、
効
果
的
な

成
果
が
見
通
せ
な
い
の
で
、
土
日

祝
日
開
館
は
困
難
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

や
は
り
施
設
利
用
に
関
し
て

は
、
土
日
祝
日
利
用
で
き
る
よ
う

村民の森に民間参入を期待したいが…

に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

空
調
設
備
の
整
っ
た
本
施
設
に

気
軽
に
出
入
り
で
き
る
よ
う
な
企

画
や
催
し
の
提
案
を
し
、
高
齢
者

や
身
障
者
、
徒
歩
利
用
者
や
フ
ァ

ミ
リ
ー
層
の
呼
び
込
み
を
進
め
る

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、
見
解
を

伺
い
ま
す
。

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、国
際
情
勢
な
ど
か
ら
、

コ
ス
ト
の
増
大
は
避
け
ら
れ
ず
、

将
来
の
財
政
負
担
も
考
慮
し
、
引

き
続
き
、
遺
産
の
保
存
・
活
用
の

在
り
方
を
慎
重
に
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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及
川 

近
年
、
少
子
化
解
消

の
た
め
子
育
て
支
援

施
策
が
各
方
面
で
打
ち
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
の
日
本
社
会
は
夫

婦
共
働
き
世
帯
が
一
般
的
に
な
っ

て
お
り
、
子
育
て
支
援
は
家
庭
環

境
の
支
援
で
も
あ
り
ま
す
。

　

近
年
、村
に
お
い
て
も
ソ
フ
ト
・

ハ
ー
ド
の
両
面
お
い
て
支
援
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
提
案
で
す
が
、
安
心
で

き
る
食
の
提
供
は
子
供
た
ち
の
成

長
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
小

中
学
校
の
夏
期
・
冬
期
時
に
小
中

学
校
・
保
育
園
と
同
様
に
、
学
童

保
育
に
給
食
の
提
供
を
考
慮
で
き

な
い
か
伺
い
ま
す
。 及

おい
川
かわ

満
みち

浩
ひろ

 議員

一
般
質
問   

及
川
満
浩

議会だよりつるい　№179№ 179

小中学校や保育園のように学童保育にも給食を考慮しては。
学童保育へ給食の提供を
村長　様々な課題があり今後の課題　

村
長 

学
童
保
育
へ
の
給
食

は
、
都
市
部
の
一
部

で
長
期
休
業
期
間
に
提
供
し
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
の
は
承
知
し
て

い
ま
す
が
、
村
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
で
の
給
食
の
提
供
は
、
克
服

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
様
々
な
課

題
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

給
食
提
供
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
や
子
供

た
ち
の
成
長
を
支
え
る
食
の
重
要

性
な
ど
、
教
育
的
な
要
素
も
取
り

入
れ
た
考
え
方
で
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
今
後
の

課
題
と
し
て
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

17 議会だよりつるい　№179№ 179　　

及
川 

人
間
が
生
活
す
る
上

で
、
食
の
確
保
は
重

要
で
す
。
様
々
な
理
由
で
食
の
確

保
が
十
分
出
来
な
い
人
々
が
い
ま

す
。

　

食
品
や
電
気
・
燃
料
な
ど
の
高

騰
や
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
十

分
に
確
保
で
き
な
い
住
人
の
存
在

も
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
配
食

サ
ー
ビ
ス
も
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
食
事
は
毎
日
複
数
回
行
う
も

の
で
す
の
で
、
十
分
に
食
事
の
提

供
機
会
が
与
え
ら
れ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

行
政
が
支
援
を
検
討
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
村
の
対
応
を

伺
い
ま
す
。 

村
長 

村
内
の
高
齢
者
な
ど

へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス

は
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
、

セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に
限
定
し
て

週
１
回
、
ま
た
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー

特
別
企
画

高
齢
者
な
ど
へ
の
配
食

　

サ
ー
ビ
ス
に
支
援
を

広島県安芸高田(あきたかた)市

市長と議会の対立が話題!?
他自治体の

議会
を知る!?

新企画「他自治体の議会を知る」

　

市
長
の
「
恥
」
発
言
は
、
議
会

で
居
眠
り
、
一
般
質
問
し
な
い
、

説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
議
員
た

ち
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

37
歳
で
就
任
し
た
市
長
は
議
会

の
実
態
を
若
手
ら
し
く
Ｘ
（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
に
投
稿
し
、
市
民
に

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

良
し
と
し
な
い
、
市
議
会
の
最
大

派
閥
で
あ
る
「
清
志
会
」
を
中
心

と
し
た
議
員
ら
は
市
長
に
こ
と
ご

と
く
議
会
で
反
発
を
し
ま
す
。

　

市
が
進
め
て
い
た
道
の
駅
へ
の

「
無
印
良
品
」
の
出
店
計
画
へ
の

反
対
。
ま
た
、
市
長
を
補
佐
す
る

副
市
長
を
全
国
公
募
し
、
選
出
さ

れ
た
女
性
を
拒
否
。
居
眠
り
や
質

問
し
な
い
議
員
が
い
る
こ
と
を
受

け
、
市
長
が
出
し
た
「
議
員
定
数

半
減
案
」
も
否
決
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
市
長
は
議
員
ら
を
擁
護

す
る
よ
う
な
記
事
を
書
い
た
新
聞

社
に
「
な
ぜ
事
実
を
書
か
な
い
の

か
？
」
と
逆
質
問
。
こ
の
よ
う
に

対
立
の
溝
は
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

安
芸
高
田
市
の
人
口
は
９
月
時

点
で
２
万
６
７
５
８
人
で
す
が
、

安
芸
高
田
市
の
議
会
は
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
ラ
イ
ブ
配
信
さ
れ
て
お

り
、
平
日
の
昼
間
に
も
か
か
わ
ら

ず
数
千
人
が
同
時
視
聴
し
て
い
ま

す
。

　

な
ぜ
こ
こ
ま
で
人
気
な
の
か
？

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
は
市
や
市
議

会
の
公
式
動
画
の
他
に
、
ま
と
め

動
画
や
切
り
抜
き
動
画
と
言
わ
れ

る
も
の
も
多
く
上
が
っ
て
お
り
、

そ
れ
ら
を
視
聴
し
て
い
る
視
聴
者

の
コ
メ
ン
ト
に
は
、
ド
ラ
マ
を
見

て
い
る
か
の
よ
う
な
面
白
さ
と
い

う
発
言
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
の
議
会
の
視
聴
数

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
議
会
と
い
う
場
が
住
民
に

と
っ
て
開
か
れ
た
場
所
に
な
る
よ

う
に
、
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

配
信
な
ど
を
始
め
る
自
治
体
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

鶴
居
村
議
会
は
今
現
在
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
視
聴
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
傍
聴
席
で
実
際
の
議
会

を
ご
覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
少
し
で
も
議
会
と
い
う
場
に

興
味
の
あ
る
方
は
議
場
へ
お
越
し

下
さ
い
。

　この記事は、鶴居村以外の議会の動きなどを知ること

で、議会というものに興味を持っていただくキッカケを

生み出したいという企画になります。今回は SNS や TV

などでも時折話題となっている、広島県の安芸高田市に

ついてお伝えします。

　既に多くの方がご存知かもしれませんが、今非常に世

間の注目を浴びている議会の一つかと思います。

「恥を知れ !　恥を !」
　広島県安芸高田市の石丸伸二
市長の市議会でのこの発言が
SNS を中心に拡散されて注目を
集めた。

　議会の傍聴お待ちしています。
次回定例会は12月13日(水)10時～役場2階（予定）

議会だよりは要約されています。議会だよりは要約されています。
臨場感ある本会議場へお越しください。臨場感ある本会議場へお越しください。

の
調
理
支
援
に
よ
っ
て
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
に
週
１
回
程
度

の
提
供
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
村
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
よ
る
限
定
的
な
配
食
が
実
施
さ

れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
高
齢
者
世
帯
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
は
高
ま
っ

て
く
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
村
が
配
食
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
に
は
、
施
設
や
職
員

の
確
保
、
さ
ら
に
配
送
な
ど
の
難

し
さ
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
の
実
施
に
向
け
て
は
民
間

事
業
者
の
活
用
が
必
要
と
考
え
ま

す
が
、
村
内
事
業
者
を
確
保
す
る

こ
と
は
難
し
く
、
基
本
的
に
は
釧

路
市
内
で
配
食
を
実
施
す
る
事
業

者
の
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す

が
、
配
送
エ
リ
ア
や
採
算
性
の
観

点
か
ら
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
策
定
作
業
中
の
第
９
期
介

護
保
険
事
業
計
画
な
か
で
、
高
齢

者
の
置
か
れ
る
状
況
や
計
画
策
定

委
員
会
の
議
論
な
ど
も
注
視
し
な

が
ら
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討

し
た
い
と
考
え
ま
す
。

学童保育への給食提供には課題も多い
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特
別
委
員
会

議員報酬はどうする？
活動の対価に相応しい報酬とは？

東
隆
行
委
員

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
種
類
や
性
能
に

よ
り
、
操
作
が
難
し
い
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
吉
人
委
員

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
慣
れ
て
し
ま
え

ば
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
。

松
井
俊
治
委
員

　

普
段
か
ら
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
使

わ
な
い
生
活
を
し
て
い
る
の
で
不

安
で
す
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
の
時

代
な
の
で
勉
強
し
て
慣
れ
て
し
ま

え
ば
使
い
こ
な
せ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

当
初
は
紙
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
併

用
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

▼
そ
の
他
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
意
見

　

そ
の
他
と
し
て
各
委
員
か
ら

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
パ
ソ
コ
ン
の
両

方
使
う
こ
と
が
で
き
る
と
利
便
性

が
高
い
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
種
類
に
よ
っ
て

使
い
方
が
か
な
り
違
う
の
で
は
な

い
か
。

・
す
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
し
て
い

る
議
会
の
視
察
や
、
専
門
業
者
か

ら
の
デ
モ
を
体
験
す
る
な
ど
が
必

要
で
は
。

　

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
全
員
が
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入

に
賛
成
で
あ
り
、
今
後
導
入
に
向

け
て
進
め
て
行
き
ま
す
。

議
員
報
酬
な
ど

　
　
　

各
委
員
の
意
見
は
？

は
現
状
維
持
で
良
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

及
川
満
浩
委
員

　

私
か
ら
報
酬
の
上
げ
下
げ
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
発
言
し
た
く
な
い

の
で
保
留
し
ま
す
。

　

た
だ
、
多
く
の
場
合
、
専
門
家

や
住
民
の
意
見
を
聞
く
場
を
設
け

て
い
る
の
で
、
審
議
会
な
ど
の
意

見
聴
取
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
、
政
務
活
動
費
の
導
入
に

つ
い
て
も
議
論
が
必
要
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

東
隆
行
委
員

　

私
は
報
酬
引
き
上
げ
に
賛
成
で

す
。

　

報
酬
審
議
会
な
ど
は
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
次
の
代
の
議
員
に
な

る
人
達
の
こ
と
を
考
え
る
と
町
並

み
の
議
員
報
酬
が
必
要
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。

佐
藤
吉
人
委
員

　

議
員
報
酬
は
生
活
給
で
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
に
多
様
な
職
種
の

人
が
議
員
に
な
る
と
思
う
の
で
現

状
維
持
で
良
い
と
考
え
ま
す
。

▼
現
状
と
今
後
の

　
　
　

議
員
報
酬
へ
の
考
え
は
？

吉
田
保
博
委
員

　

最
近
、
近
隣
自
治
体
の
議
員
報

酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
状
の
議
員
報
酬
は
高
い
ほ
う

で
は
な
い
の
で
、
今
後
の
社
会
情

勢
や
議
員
に
な
ら
れ
る
女
性
や
若

者
の
こ
と
を
考
え
る
と
報
酬
の
引

き
上
げ
は
必
要
と
思
い
ま
す
。

大
津
泰
則
委
員

　

人
口
の
少
な
い
本
村
で
は
、
予

算
規
模
や
議
員
の
仕
事
量
な
ど
適

正
な
報
酬
額
を
考
え
る
べ
き
で

す
。

　

最
近
、
議
員
報
酬
を
引
き
上
げ

て
い
る
の
は
町
ば
か
り
で
あ
り
、

村
よ
り
町
の
ほ
う
が
は
る
か
に
議

員
の
仕
事
量
が
多
い
の
で
、
報
酬

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬
等
特
別
委
員
会

議会のタブレット化は？
今までのように紙の資料を使うの？

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬

　
　
等
検
討
特
別
委
員
会

な
ぜ
特
別
委
員
会
の
設
置
を
？

▼
議
会
Ｉ
Ｔ
化

　

昨
今
、
各
自
治
体
の
議
会

で
は
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
な
ど
の
Ｉ
Ｔ 

機
器
導
入
に
よ
り
、
業
務
の
効
率

化
と
ペ
ー
パ
レ
ス
化
に
よ
る
資

源
、
経
費
の
削
減
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
鶴
居
村
議
会
で
は
議
場

で
の
電
子
機
器
の
活
用
は
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
議
会
Ｉ
Ｔ
化
へ
の 

議
論
活
性
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

へ
の
観
点
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器

な
ど
の
持
ち
込
み
や
使
用
な
ど
の

検
討
を
実
施
し
、
課
題
の
抽
出
や

ル
ー
ル
策
定
に
つ
い
て
整
理
を
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▼
議
員
報
酬
な
ど

　

議
会
議
員
は
、
住
民
の
代
表
と

し
て
、
そ
の
活
動
は
時
代
の
変
化

と
と
も
に
、
広
範
囲
に
お
よ
び
、

専
門
知
識
も
必
要
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
議
員
活
動
に
専
念
で

き
る
環
境
を
確
保
す
る
た
め
に

も
、
活
動
の
対
価
に
相
応
し
い
報

酬
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
議
会
の
活
性
化
や
今

後
議
員
を
志
す
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
た
め
に
も
議
員
報
酬
な
ど

の
検
討
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、充
分
な
調
査
研
究
、

検
討
を
し
ま
す
。

　
　
　
　

委
員
長　
　

松
井
洋
和

　
　
　
　

副
委
員
長　

松
井
俊
治　

議
会
Ｉ
Ｔ
化

　
　
　

各
委
員
の
意
見
は
？

板
宏
哉
委
員

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
化
に
よ
り
、
今
ま

で
紙
の
資
料
だ
っ
た
も
の
が
デ
ジ

タ
ル
資
料
化
さ
れ
る
き
っ
か
け
に

な
り
、
情
報
の
共
有
が
は
か
ら
れ

る
の
で
前
向
き
に
進
め
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

吉
田
保
博
委
員

　

私
自
身
も
今
ま
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

化
の
推
進
を
提
言
し
て
き
て
お

り
、
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

大
津
泰
則
委
員

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
情
報
の
共

有
に
よ
り
、
二
元
代
表
制
と
し
て

議
員
活
動
を
さ
ら
に
前
に
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

化
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

及
川
満
浩
委
員

　

紙
の
資
料
を
作
る
に
は
手
間
が

か
か
り
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
は

業
務
簡
素
化
な
ど
有
効
で
あ
り
、

議
会
活
動
に
も
有
効
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
隆
行
委
員

　

議
会
の
紙
資
料
は
か
な
り
の
量

に
な
り
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
で
き

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
は
賛
成
で
す
。

佐
藤
吉
人
委
員

　

今
は
完
全
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
時

代
で
す
。

▼
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
へ
の
不
安
は
？

板
宏
哉
委
員

　

私
自
身
に
不
安
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
紙
資
料
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ

の
変
化
に
使
い
に
く
い
と
言
う
こ

と
が
生
ず
る
と
思
う
の
で
、
勉
強

会
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

吉
田
保
博
委
員

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
持
っ
て
い
ま
す

が
、
あ
ま
り
使
っ
て
な
い
の
で
他

地
域
の
事
例
な
ど
の
勉
強
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

大
津
泰
則
委
員

　

普
段
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
ま

す
し
、
す
で
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
し

て
い
る
議
会
の
状
況
を
見
る
と
不

安
は
あ
り
ま
せ
ん
。

及
川
満
浩
委
員

　

紙
資
料
の
Ａ
３
版
の
よ
う
に
大

き
な
も
の
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
は
見

ず
ら
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
資
料
の
作
り
方
で
解
決

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
９
月
14
日
に
議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議

員
報
酬
等
検
討
特
別
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
議
会
Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て

各
委
員
の
意
見
を
聞
き
ま
し
た
。

▼
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
へ
の
考
え
は
？

松
井
俊
治
委
員

　

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
職
員
の
負

担
軽
減
な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
化
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬
等
特
別
委
員
会
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特
別
委
員
会

表
紙
の
写
真

　

10
月
1
日（
日
）
に
開
催

さ
れ
た
鶴
居
村
音
楽
祭
で
、

国
内
外
で
活
躍
し
て
い
る
指

揮
者
で
あ
る
村
民
の
石
川
征

太
郎
さ
ん
と
最
高
峰
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
鶴
居
中
学
校
吹

奏
楽
部
と
演
奏
し
た
時
の
一

コ
マ
で
す
。　



20

特
別
委
員
会

議会だよりつるい　№179№ 17921 議会だよりつるい　№179№ 179　　

特
別
委
員
会

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬

　
　
等
検
討
特
別
委
員
会

▼
議
員
の
な
り
手
不
足
を

　
　
　
　
　
　

解
消
す
る
に
は
？

及
川
満
浩
委
員

　

春
の
統
一
地
方
選
で
、
報
酬
が

低
い
の
で
出
馬
を
遠
慮
す
る
人
が

い
た
と
聞
き
ま
す
。

　

議
員
報
酬
は
生
活
給
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
４
年
任
期
で
そ

の
後
の
補
償
は
な
く
、
若
い
人
が

立
候
補
す
る
に
は
配
慮
が
必
要
と

は
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
の
仕
事
を
広
報
す

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

東
隆
行
委
員

　

議
員
に
な
り
た
い
人
は
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
員
報
酬
を
上
げ
る
こ
と
で
若

い
人
の
成
り
手
が
増
え
る
と
思
い

ま
す
。

佐
藤
吉
人
委
員

　

議
会
に
多
様
な
人
材
を
求
め
る

の
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
議
員
に
な

る
た
め
の
規
制
を
緩
く
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

松
井
俊
治
委
員

　

議
員
に
な
る
人
の
多
く
は
自
営

業
者
で
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
な
り

ず
ら
い
の
が
問
題
だ
と
思
っ
て
い

松
井
俊
治
委
員

　

女
性
や
若
者
を
議
員
の
な
り
手

と
し
て
育
て
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

各
地
域
と
し
て
も
そ
の
考
え
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

板
宏
哉
委
員

　

政
治
に
興
味
の
な
い
若
者
が
多

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
議
員
の
仕

事
が
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
を
周

知
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
議
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
最
新
の
ツ
ー
ル
を

使
う
こ
と
も
若
者
の
参
入
に
繋
が

る
と
考
え
ま
す
。

吉
田
保
博
委
員

　

本
人
の
や
る
気
が
あ
る
か
な
い

か
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
や
若
者
が
議
員
に
な
る
こ

と
は
難
し
い
問
題
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
こ
の
委
員
会
で
議
論
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

大
津
泰
則
委
員

　

以
前
か
ら
女
性
議
員
は
必
要
だ

と
思
っ
て
い
て
、
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
が
議
会
に
は
必
要
で
す
。

　

私
た
ち
議
員
が
力
を
合
わ
せ
て

政
治
に
興
味
を
持
つ
新
し
い
立
候

補
者
た
ち
を
発
掘
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
考
え
ま
す
。

及
川
満
浩
委
員

　

議
会
に
参
加
で
き
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

例
え
ば
子
育
て
世
代
で
あ
れ

ば
、
議
員
活
動
中
に
子
ど
も
を
預

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
な
ど
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

議員の成り手不足をどうする？
議員を志す優秀な人材を確保するためには？

議員報酬はどうする？
多様な議員を求めるには？

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬
等
特
別
委
員
会

議
会
Ｉ
Ｔ
化
・
議
員
報
酬
等
特
別
委
員
会

▼
前
ペ
ー
ジ
か
ら
引
き
続
き
現
状

と
今
後
の
議
員
報
酬
へ
の
考
え
は
？

松
井
俊
治
委
員

　

報
酬
を
上
げ
る
こ
と
に
賛
成
で

す
。

　

議
員
の
仕
事
は
バ
ッ
ジ
を
付
け

て
行
う
議
会
や
委
員
会
や
研
修
だ

け
で
は
な
く
、
常
日
頃
か
ら
議
員

と
し
て
様
々
な
こ
と
を
考
え
て
生

活
し
て
い
ま
す
。

　

報
酬
引
き
上
げ
は
議
員
自
ら
提

案
す
る
の
で
は
な
く
、
報
酬
審
議

会
な
ど
で
審
議
す
べ
き
と
考
え
ま

す
。　

板
宏
哉
委
員

　

今
回
当
選
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
村
民
や
村
外
の
色
々
な
人
か

ら
「
こ
の
報
酬
で
よ
く
立
候
補
し

た
ね
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
多
様
的
な
議
員
を
求
め

る
の
で
あ
れ
ば
、
生
活
で
き
る
だ

け
の
報
酬
が
必
要
に
な
り
、
現
在

の
報
酬
で
は
厳
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き
上
げ

が
必
要
で
は
と
考
え
ま
す
。

ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
議
員
に
な

れ
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
の
で
、
報
酬
の
引
き
上
げ
も

係
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
次
の
議
員
に
な
る
人
を
育

て
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

板
宏
哉
委
員

　
「
議
員
が
何
を
し
て
い
る
の
か

よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
言
う
の
が

正
直
な
住
民
の
感
想
だ
と
思
い
ま

す
。
私
も
議
員
に
な
っ
て
み
て

「
こ
の
こ
と
も
や
っ
て
い
る
ん
だ
」

と
思
う
こ
と
が
非
常
に
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
の
で
、
広
報
活
動
を
充

実
し
て
い
く
必
要
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

も
う
一
つ
と
し
て
、
落
選
す
る

の
が
嫌
だ
と
言
う
こ
と
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
選
挙
の
あ
り
方
を
見

直
す
こ
と
も
必
要
だ
と
考
え
ま

す
。

吉
田
保
博
委
員

　

自
分
た
ち
が
議
員
に
な
っ
た
時

代
と
は
違
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

議
員
に
な
る
人
を
探
し
育
て
る

こ
と
も
大
切
で
す
が
、
そ
の
前
に

本
人
が
ど
こ
ま
で
議
員
と
い
う
職

業
に
興
味
を
持
つ
か
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す
。

大
津
泰
則
委
員

　

私
は
議
員
に
な
り
た
く
て
立
候

補
し
た
の
で
、
報
酬
は
気
に
し
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
の
時
代

は
報
酬
も
成
り
手
問
題
に
は
大
切

な
要
素
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

若
い
人
に
政
治
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
、
広

報
活
動
も
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

▼
女
性
や
若
者
が

　
　
　
　
　

議
員
に
な
る
に
は
？

東
隆
行
委
員

　

農
業
委
員
会
も
女
性
委
員
が
２

人
に
な
り
ま
し
た
。

　

議
員
の
仕
事
の
理
解
が
進
む
と

今
後
女
性
議
員
は
増
え
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

佐
藤
吉
人
委
員

　

ク
ォ
ー
タ
ー
制
度
で
一
定
割
合

の
女
性
議
員
を
確
保
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
女
性
に
は
家
事
や

育
児
、
介
護
な
ど
の
旧
日
本
の
家

族
制
度
が
残
っ
て
い
る
間
は
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

８
月
17
日
に
「
伝
わ
る
議
会
報

の
編
集
ポ
イ
ン
ト
」
広
報
研
修
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
自
治
体
広
報
公
聴
研
究

所
代
表
理
事
・
広
報
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
金
井
茂
樹
さ
ん
で
す
。

　

講
義
は
午
前
と
午
後
に
分
か
れ

て
い
て
、
午
前
中
は
読
者
を
意
識

し
た
編
集
に
つ
い
て
を
、
午
後
は

ク
リ
ニ
ッ
ク
広
報
紙
事
例
指
摘
で

し
た
。

　
　

議
会
報
の
読
者
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

　
　

（Ａ
）
関
心
低

・
知
識
少
＝

　
　
　
　
　
　

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

　
　

（Ｂ
）
関
心
高

・
知
識
少
＝

　
　
　
　
　
　

理
解
し
て
も
ら
う

　
　

（Ｃ
）
関
心
高

・
知
識
多
＝

　
　
　
　
　
　

真
剣

・
理
解
で
き
る

町村名 議員報酬 備考
鶴居村 193,000円 特別委員会設置
釧路町 250,000円 令和 5年 11月改定
厚岸町 193,000円
標茶町 190,000円
浜中町 204,600円 令和 5年 5月改定
白糠町 204,600円 令和 5年 5月改定
弟子屈町 184,000円 特別委員会設置

釧路管内の議員報酬の状況

コロナで 3 年ぶりの開催となった広報研修会

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
議
会
広
報
研
修
会
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牛乳の生産抑制や飼料高騰 などで酪農経営がピンチに！
　　　　　　釧路丹頂農協 幹部と意見交換

生
産
抑
制
？

な
ぜ
搾
り
た
て
の
生

乳
を
廃
棄
す
る
の
？

　
搾
り
た
て
の
生
乳
を
な
ぜ
廃
棄
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
の
政
策
が

大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
そ
の
詳
細
と
酪
農
家
が

直
面
す
る
問
題
に
つ
い
て
解
説
し
ま

す
。

国
の
政
策
と
酪
農
家
の
取
り
組
み

　

２
０
１
４
年
、
バ
タ
ー
不
足
が
社

会
問
題
と
な
り
、
国
は
「
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
生
乳
の

生
産
増
加
を
促
す
補
助
金
制
度
を
設

け
ま
し
た
。

　

北
海
道
の
酪
農
家
は
こ
の
政
策
を

受
け
、
大
規
模
な
投
資
を
行
い
、
生

乳
の
生
産
量
を
増
加
さ
せ
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
全
国
の
生
乳
の
生

産
は
２
０
１
４
年
度
の
７
３
３
万

ト
ン
か
ら
、
２
０
２
１
年
度
に
は

７
６
４
万
ト
ン
へ
と
増
加
し
ま
し

た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

　

し
か
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
学
校

給
食
の
需
要
が
減
少
し
、
さ
ら
に
は

外
食
や
観
光
需
要
も
落
ち
込
み
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
乳
の
供
給
が

過
剰
と
な
る
事
態
が
発
生
し
ま
し

た
。

　

乳
業
メ
ー
カ
ー
は
、
日
持
ち
の
し

な
い
生
乳
を
脱
脂
粉
乳
に
加
工
す
る

こ
と
で
一
時
的
に
対
応
し
ま
し
た

が
、
脱
脂
粉
乳
の
在
庫
が
昨
年
最
高

水
準
に
達
し
、
酪
農
家
は
生
産
を
抑

制
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

牧
場
経
営
者
の
声

　

多
く
の
牧
場
経
営
者
は
、「
増
や

せ
、
増
や
せ
と
言
わ
れ
て
一
生
懸
命

搾
っ
て
い
た
の
に
、
な
ぜ
捨
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」
と
悲
嘆
に
暮

れ
て
い
ま
す
。

国
の
新
た
な
方
針
と
反
発

　

昨
年
11
月
、
国
は
生
乳
の
生
産
抑

制
の
た
め
の
緊
急
支
援
事
業
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
の
新
方
針
は
、
牛
を

早
期
に
淘
汰
す
る
場
合
、
１
頭
あ
た

り
15
万
円
の
助
成
金
を
提
供
す
る
と

い
う
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
方

針
は
各
地
の
農
協
に
打
診
さ
れ
た

際
、大
い
に
反
発
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
と
め

　

国
の
政
策
と
現
実
が
交
錯
す
る
な

か
、
酪
農
家
は
多
く
の
困
難
に
直
面

し
て
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な

解
決
策
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
注
目

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

産
業
常
任
委
員
会
意
見
交
換
会

「
鶴
居
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農・

畜
産
の
現
状
に
つ
い
て
」

　

産
業
常
任
委
員
会
は
令
和
５
年
８

月
28
日(

月)

に
議
員
控
室
で
釧
路

丹
頂
農
協
幹
部
と
意
見
交
換
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
は
、
今
後
の
鶴

居
村
に
お
け
る
酪
農
・
畜
産
業
の
持

続
可
能
性
を
考
え
る
上
で
、
非
常
に

重
要
な
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

出
席
者

釧
路
丹
頂
農
協

　

代
表
理
事
組
合
長　

千
葉
喜
好

　

代
表
理
事
専
務　
　

五
十
嵐
政
敏

　

参
事　
　
　
　
　
　

坂
本
克
則

　

営
農
部
長　
　
　
　

春
日　

守

　

畜
産
生
産
部
長　
　

位
下
光
廣

産
業
常
任
委
員
会

　

委
員
長　
　
　
　
　

東　

隆
行

　

副
委
員
長　
　
　
　

松
井
俊
治

　

委
員　
　
　
　
　
　

及
川
満
浩

　

委
員　
　
　
　
　
　

松
井
洋
和

　

委
員　
　
　
　
　
　

板　

宏
哉

　

オ
ブ
ザ
ー
バ　
　
　

松
井
廣
道

生
産
抑
制
の
背
景

　

現
在
、
生
乳
の
生
産
抑
制
が
進
行

中
で
す
。
そ
れ
に
加
え
て
、
飼
料
や

肥
料
、
水
道
光
熱
費
な
ど
の
高
騰
に

よ
り
、
多
く
の
農
家
が
経
営
悪
化
に

に
悩
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
状
況
が
い
つ
ま
で

続
く
の
か
先
の
見
え
な
い
世
界
情
勢

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
大
規
模
な
農
家
で
は
こ
の

影
響
が
大
き
く
、
生
計
を
維
持
す
る

た
め
に
は
新
し
い
戦
略
が
必
要
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
方
向
性

　

今
後
は
、
生
産
量
を
一
定
に
保
ち

つ
つ
、
品
質
を
維
持
、
あ
る
い
は
向

上
さ
せ
る
方
策
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
域
ご
と
の
特
色

を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
や
、
環
境

に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
生
産
方
法

の
探
求
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
と
連
携
し
て
、
観
光

資
源
と
し
て
の
酪
農
を
視
野
に
入
れ

る
こ
と
も
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

牛
乳
の
生
産
抑
制
の
経
過
と
今
後

　
生
産
量
と
品
質
、
二
元
の
課
題

財
政
の
厳
し
さ

　

生
乳
の
生
産
抑
制
に
よ
り
、
農
協

の
財
政
状
況
は
非
常
に
厳
し
い
状
態

に
あ
り
ま
す
。

　

酪
農
の
大
規
模
化
を
目
指
し
投
資

を
続
け
て
き
た
農
家
か
ら
す
る
と
、

こ
れ
か
ら
が
利
益
転
換
し
て
い
く
重

要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
が
、
生
産

抑
制
や
生
産
コ
ス
ト
の
高
騰
に
よ

り
、
多
く
の
農
家
の
経
営
が
赤
字
化

し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
農
家
が
赤
字

な
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
状
況
下
に

お
い
て
も
体
力
の
あ
る
農
家
は
黒
字

経
営
を
続
け
て
い
る
の
も
事
実
で

す
。

組
合
員
支
援
の
必
要
性

　

非
常
に
苦
し
い
状
況
で
あ
り
、
少

額
の
資
金
支
援
な
ど
で
は
正
直
、
焼

け
石
に
水
と
な
る
く
ら
い
経
営
状
況

が
悪
化
し
て
い
る
農
家
が
多
い
現
状

で
あ
り
、
早
急
な
支
援
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

農
協
の
財
政
、
組
合
員

　

財
政
健
全
化
と

　
　
　
　
　
組
合
員
支
援
の
二
面
性

業
経
営
の
維
持
安
定
が
困
難
な
農
林

漁
業
者
を
対
象
に
、
一
時
的
な
影
響

に
対
し
、
緊
急
的
に
対
応
す
る
た
め

に
必
要
な
長
期
資
金
を
日
本
政
策
金

融
公
庫
な
ど
が
融
資
す
る
資
金
で

す
。

　

こ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金

が
、
鶴
居
村
の
酪
農
・
畜
産
業
を
支

え
る
重
要
な
柱
と
な
っ
て
い
る
か
は

数
字
と
し
て
表
れ
に
く
い
部
分
も
あ

り
ま
す
が
、
釧
路
丹
頂
農
協
全
体
と

し
て
の
借
入
額
は
40
億
円
近
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
借
り
入
れ
た
時
期
に

も
よ
り
ま
す
が
、
ま
も
な
く
資
金
の

返
済
が
は
じ
ま
る
た
め
、
今
後
の
状

況
が
ど
う
な
る
か
は
農
協
と
し
て
も

先
が
読
め
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

持
続
可
能
な
未
来
へ
の
ス
テ
ッ
プ

　

鶴
居
村
の
酪
農
・
畜
産
業
は
、
多

く
の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
会
を
通
じ

て
、
多
角
的
な
視
点
か
ら
解
決
策
を

模
索
す
る
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
、
持
続
可
能
な

農
業
を
目
指
し
て
、
各
関
係
者
が
協

力
し
合
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

未
来
へ
の
ビ
ジ
ョ
ン

　

農
協
の
財
政
健
全
化
と
と
も
に
、

組
合
員
へ
の
具
体
的
な
支
援
策
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
は
、公
的
資
金
の
活
用
や
、

他
の
農
協
と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
と
の
連
携
を
強

化
し
、
多
角
的
な
収
益
源
を
確
立
す

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金
と
は

　

自
然
災
害
や
、
社
会
的
・
経
済
的

な
環
境
変
化
な
ど
に
よ
り
、
農
林
漁

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
資
金

　

非
常
時
の
備
え
と
そ
の
活
用

村の基幹産業「酪農」を守らなければ 厳しい酪農畜産の状況を意見交換
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　東京暮らしの私ですが、さすがに自分の生まれた地方での

この暑さには閉口しました。

　私は国道２７４号線に面した村内・支
し

雪
せつ

裡
り

地区で、母と共

に手作り工房 TANTAN を経営しております

岩
いわ

脇
わき

乃
の

富
ぶ

と申します。母は渡
わた

邊
なべ

敬
けい

子
こ

です。

　おそらくかなり永く鶴居村に在住の方でも、「エ！支
し

雪
せつ

裡
り

にそんな店あったっけ？」と思われるかもしれませんが、店

は２０１０年から営業しております。
　場所としては、つるい養生邑病院入り口にあり、黒いドアはたいがい開いておりますが普段は臨時休

業の看板を出している店です。たまに、近くにきた方が訪ねてきて「あの～ここでは何か飲めるんです

か～？」という方もくるので、その時にはお茶やらコーヒ―などでよければと休んでいただくこともあ

ります。ただし、店では商品の直接販売はしておりませんので、つるぼーの家さんや、弟子屈道の駅摩

周さん、釧路市阿寒町赤いベレーさん、厚岸コンキリエさん、釧路市 Moo 内の中野物産さんなどで、当・

秋の日はつるべ落としと言いますが、こ
の地方には珍しく暑くて湿度の高い夏も
終わりました。

工房商品をご覧になっているかもしれません。

　2013 年に人生の楽園に出演させていただきました。見

ていただけたでしょうか？　

　代表的な商品としては、自家農園で栽培しているルバー

ブをつかった真っ赤なルバーブジャムや自家栽培のしそ、

道内産味噌と鶴居ハチミツを使った「しそ南蛮味噌」さら

に村・下
しも

久
く

著
ちょ

呂
ろ

地区の卵らんハウスさんのもみがら平飼い

している、コッコロ卵、釧根牛乳、道内小麦、鶴居ハチミ

が自分の住んでいる場所を絶賛してくれます。

　これからも、村の材料を使った新しい商品開発に力をいれて、「これはＴＡＮ

ＴＡＮさんだよね」と言われるように腕を磨きます。

　ちなみに女性の方ならわかるかもしれませんが、私の名前の「乃富」は、母が

経営している釧路市内の美容室の名前です。さて、どこにあるかお分かりでしょ

うか ( 笑 )

ツを使ったシフォンケーキも好評をいただいております。

　私たちの生活サイクルとしては、工房の営業は春５月～初冬１２月までとして冬期間の製造はしてお

りません。私と母の住民票は当工房ですので、もちろん鶴居村民です。

　釧路市内に自宅がありますが、あえて村人になりたくて移住してきました。母は交通事情や急病に備

えるためにも冬期間は釧路市内におります。私は十勝出身の夫と定年後は鶴居村に落ち着こうと考えて

います。1 月から 4 月まで東京都大田区の羽田空港近くに住ん

でいます。

　鶴居村は食材の豊富さでは、他町村とくらべて見劣りするこ

ともありませんし、なにせ、住環境としては夜空を埋め尽くす

星の輝きや、水のおいしさ、さらに野生動物と共存やら数え始

めるときりがありません。なかなか自分の足元と言うのは、毎

日の生活の中では気づかないものですが、他所から来た人たち

支雪裡にある手作り工房 TANTAN（たんたん）支雪裡にある手作り工房 TANTAN（たんたん）

岩脇乃富さん（左）と渡邊敬子さん（右）岩脇乃富さん（左）と渡邊敬子さん（右）

渡邊敬子さん経営の「渡邊敬子さん経営の「乃乃
のの

富富
ぶぶ

美容室」美容室」


